












































































騒音値が高かったのは，P７の 20 時 79.6dB（新
生児のコット場所）で，２番目に P２の 18 時
72.1dB（NICU または GCU の保育器場所）で，
３番目に P１の９時 71.7dB（NICU の保育器場
所），４番目に P９の８時 71.2dB（新生児フロアー





























































 図２ 調査期間の平均入院児数 
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推奨 dB を超過していた．70dB を超えた場所と
時間を考察すると，最高 dB を測定した P７の 20
時は新生児の授乳時間であるので児の啼泣や母親
への対応によるノイズも加算された可能性が考え
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